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編　修　趣　意　書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種	目 学年

103 － 240 高等学校 外国語 論理・表現Ⅱ

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号 ※教科書名

1．編修の基本方針
　本書は，英語教育を通して，確かな学力，多文化共生時代を生きるために求められる資質・能力と，豊かな人間性
を育成することを教育理念とし，それを具現化するため，次の 3点を編修の基本方針としました。

①「知識・技能」の観点（第 1 号）

・	英語で表現するための語彙力，文法力，慣用表現力を育てる。
・	英語の言語資源を使って，さまざまなタスクを行う力を育てる。
・	英語でのアウトプット（スピーキングとライティング）の技能を鍛える。

➡	語彙力，文法力，慣用表現力を育てるためのコーナーをレッスン内に配置しています。

Forms and Expressions	 英語で表現するための形（文法）を理解し，コミュニケーションに有用な慣用表現
を理解する。

個々の文法の意味や働きを把握する。

テーマに関する語彙を増やす。

➡	各レッスンでは課ごとのテーマで自分のことを表現するさまざまなタスクを設けています。話す（スピーチ・やり
とり）活動，書く活動，聞く活動，読む活動を，バランスよく，また有機的に組み合わせて置きました。

②「思考力・判断力・表現力」の観点（第 4 号，第 5 号）

・	物事を論理的に思考する力を育てる。
・	現象を分析し，傾向性や因果関係などを判断する力を育てる。
・	英語での会話，事物の描写，論理展開などを学習して，自己表現力・対話力を育てる。

➡	現象を分析し因果関係などを判断する力や，論理的に思考する力を育てるためのコーナーを用意しました。

Tips for Logical Thinking		（各課 1ページ目）論理的に文を組み立てるためのヒント。

（各課 4ページ目）各課テーマに関して書いたり話したりする際の，論理的観点から
のアドバイス。
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③「主体的かつ対話的に学習に取り組む態度」の観点（第 2 号，第 3 号）

・	「なすべきこと」について行動計画を立て，それを実行する力を育てる。
・	他者との協働を通して新たな可能性を創り出す共創力を育てる。

➡	学習到達目標を提示することにより，主体的に学習に取り組む態度を育みます。
レッスンごとの学習到達目標を SELF-CHECK，Zone ごとの学習到達目標を Study	Flow として提示し，英語で

表現する意欲と主体性を持たせます。学習の振り返りと自己評価も行えるようになっています。

➡	主体的・対話的に学習に取り組む活動を，各課のゴールに置きました。

（各課 4ページ目）各課のゴールとなる 4ページ目をActive Learningと題し，与えられ
たテーマについて主体的に考えたり調べたりしたうえで，自己発信を行う場としました。

Active Learningでは，Shareというグループで情報交換を行うステップを毎回踏ませ
ることで，協働を通して新たな可能性を創り出す共創力が育めるように設計しました。

2．対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

各
レ
ッ
ス
ン
１
ペ
ー
ジ
目
~
４
ペ
ー
ジ
目

Lesson	1 ～ 15 高校生にとって身近な「旅行」「学習・課外活動」「食文化」「健康」
などのほか，「自然」「発明」「都市・町」など，幅広い多様なテーマ
や場面を取り上げました。
（第 1号　幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，
豊かな情操と道徳心を培うとともに，健やかな身体を養うこと。）

各レッスンの：
1ページ目	Start-Up
4 ページ目	Active	
Learning

Lesson	3，15 勤労に係る「将来したい活動」「進路」をテーマに取り上げました。
（第 2号　個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，
自主及び自立の精神を養うとともに，職業及び生活との関連を重視
し，勤労を重んずる態度を養うこと。）

23~26，95~98 ページ

Lesson	5，6，8，10 社会に積極的に参画する心を育むため，「防災」「生活環境」「社会問
題」「ボランティア」などをテーマに取り上げました。
（第 3号　正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずると
ともに，公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その
発展に寄与する態度を養うこと。）

35~38，39~42，47~50，
61~64 ページ

Lesson	6 居住地域の問題点などを考えさせるため，「住みよい街」などのテー
マを取り上げて，思考したり，表現したりする活動を設けました。

39~42 ページ

Lesson	3，4，8，
10，12

言語や異文化に対する理解や関心が深まるように，「日本らしい物の
紹介」「新しい製品」「SDGs」「社会問題」など，自国や他国の文化
や習慣，技術，諸問題に関するテーマを取り上げ，思考したり表現
したりする活動を設けました。
（第 5号　伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を
愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する
態度を養うこと。）

23~26，27~30，47~50，
61~64，73~76 ページ

１
ペ
ー

ジ
目

Forms	and	
Expressions

当該レッスンで扱う学習項目の解説をし，その記述を生徒にとって
分かりやすいものにすることで，主体的に予習と復習をする学習習
慣を身に付けることができるように工夫しました。（第 2号）

各レッスンの１ページ目

２
~
３

ペ
ー
ジ
目

Task 各 3 領域の技能を用いて表現をする活動を有機的に組み合わせて，
言語の統合的な理解を促す構成としました。（第 1号）

各レッスンの 2~3 ペー
ジ目
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４
ペ
ー
ジ

目 ・Share
・Write

Share とWrite では，社会形成に参画する喜びを与えるように工夫
しました。（第 3号）

各レッスンの 4ページ
目

１
ペ
ー
ジ

コ
ラ
ム

・	Zone	Review
（全 4回）
・	Active	Learning
資料

・	Pre-LESSON

言語について，幅広い知識と教養を身につける扶助となるコラムを
設けました。（第 1号）

・	31，51，78~79，99ペー
ジ

・	59，65，71，77，87，93
ページ

・	60，66，72，88，94ペー
ジ

複
数
ペ
ー
ジ
コ
ラ
ム

・	スピーチをして
みよう！

・	ディスカッション
をしてみよう！

・	ミニディベートを
してみよう！

・	パラグラフを書
いてみよう！

・	相手の気持ちを配慮しつつ，意図を円滑に伝達するための知識を
提供した。（第 1	号）

・	社会人になって勤労に従事する際に有用な，伝達手法（ライティ
ング・スピーチ・プレゼンテーション・ディスカッション・ディベー
トなど）の知識を提供した。（第 2号）

32~33 ページ（スピー
チ）
52~53（ディスカッショ
ン）
80~81（ミニディベート）
100~105（パラグラフ）

後
見

返
し

Study	Flow 生徒自身が目標を意識し，学習意欲を向上させることができるよう
に，学習到達目標を一覧形式で表示した。（第 2号）

後見返し

 3．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

① 学習上の配慮
・	題材や登場する人物などについては，性別による偏りがないように配慮しました。また，人種や身体的特徴などに
ついても，多様性に留意しました。

・	豊かな人間性，創造性の獲得に資するため，紙面全体を通じて美しく読みやすい書体や，色彩豊かなデザイン，親
しみやすいイラストを用いるように心がけました。

・	各レッスンの Start-Up の会話と，Interactions の基本例文は，音声を二次元コードで提供し，学習者が自由に再生
して学べるようにしました。

② 題材の選定
・	性別や人種，特定の世界観や宗教に偏らないように努め，広いものの見方ができるように配慮しました。
・	題材の内容は，学校生活，日常生活，食文化，健康，自然，発明，都市・町，社会問題など，さまざまな分野から
選びました。

③ 中学校との円滑な接続
・	中学までの復習と高校への橋渡しをねらいとする Introduction というページを設けました。

④ 環境への配慮
・	管理された森林資源を使用するなど，再生可能で環境にやさしい原料や製法で作られた用紙を使用しています。
・	植物由来の油，およびそれらを主体とした廃食用油等をリサイクルした再生油を含んだ植物油インキを使用してい
ます。
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編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種 目 学年

103 － 240 高等学校 外国語 論理・表現Ⅱ

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号 ※教科書名

1．編修上特に意を用いた点や特色
（1）  高等学校外国語科の目標を実現するための工夫

1） 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深め，これらを実際のコミュニケーションにおい
て目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身につけさせるため，各レッスン中に Forms and
Expressions（文の形と表現），Vocabulary（語彙），Speaking（会話の練習），F-Guide（文法）と要
素ごとに解説と例を提示し，タスクの目的，場面，状況に応じて活用できるよう設計しました。

2） コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて外国語で情報や考えの要点や，話し手や書き手の意
図などを的確に理解して，適切に表現したり伝え合ったりする力を養うため，各レッスン中に Tips for
Logical Thinking や Hints for Logical Writing などの補助的解説を用意しました。

（2）  論理・表現Ⅱの目標を実現するための工夫
英語学習の特質を踏まえ，話すこと［やりとり］，話すこと［スピーチ］，書くことの３つの領域別に設定された目

標の実現のため，レッスンごとにテーマを設け，そのテーマで自分のことを表現するさまざまなタスクを配置し，英
語の表現力を育成できるよう設計しました。
　学習目標をレッスンごとゾーンごとに明示し，適切な分量のタスクを学びやすい順序で置くことで，英語で表現す
る意欲と主体性を常に学習者に持たせられるよう留意しました。

 各レッスンは，「①導入→②基礎定着→③発展」の 3 ステップ（4 頁）の構成です。レッスンのゴールとなる③発展
のステップでは，３領域を総合的に用いて，情報を理解したり自分自身の考えを発信したりする力を養うことに主眼
をおきました。
 各レッスンのテーマには，「最近の出来事」「食べ物」といった身近なものから，「バリアフリー」「社会問題」といっ
た高校生の興味関心に訴える深いものまで幅広い話題を選び，積極的にコミュニケーションを図る態度を育成できる
よう配慮しました。

レッスン以外のページとしては，以下などを用意しました。
・ Introduction（pp.5 ～ 13）：　「やりとり」「書く」「発表」のためのウォーミングアップを目的としたページ。
・ 自己発信活動のページ（スピーチをしてみよう！／パラグラフを書いてみよう！　ほか）：　数レッスンおきに，

事実や意見などを多様な観点から考察し，論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を伸ばせる場。
・ その他のコラムページ：　Active Learning 資料や，Pre-LESSON といった言語について，幅広い知識と教

養を身につける扶助となるページ。

（3）  各レッスンの構成
各レッスンの「①導入→②定着→③発展」の 3 ステップ（4 頁）構成の詳細は，以下の通りです。ステップごとに

学習上の目的を明示し，教師にも学習者にも学習の過程が一目で分かるようレイアウトを工夫しました。
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① 導入（授業への導入）　さまざまな場面の会話（Start-Up）を題材にして，英語の形や語順，表現，発音・アクセ
ントを意識しながら話す練習をする。
Start-Up レッスンごとに設定したテーマで，高校生が自分の考えや経験を述べた会話の例を掲載している。レッ

スンで学習する文法と，テーマに関して自分の考えや経験を述べる際に役立つ機能表現を用いている。
Forms and Expressions　英語で発信するために必要な英語の基本形（文法）とコミュニケーションに必要

な機能表現を理解する。
Speaking　Start-Up の会話文の音読。ひとりで繰り返したり，ペアになって練習をしたりする。 
Tips for Logical Thinking　論理的に文を組み立てるためのヒント。 

② 定着（Interactions）　レッスンのテーマで，学習する文法項目を使ってやりとりを行う。さまざまな Task（や
りとり・書く）を通して知識と技能を身につける。

③ 発展（Active Learning）　レッスンのテーマにそって，与えられたトピックに関する発信活動を行う。「話す」
活動や「書く」活動を積極的に行わせて，論理的に考え，判断し，表現する力をつけさせる。
Share 自分の意見や経験を，グループやクラスメイトに話して情報交換する。
Write 自分自身の意見や経験を，40 ～ 50 語の英文で書く。

学習到達目標の提示
上記に加えて，レッスンごとの学習到達目標を SELF-CHECK，Zone ごとの学習到達目標を Study Flow として提

示することで，学習者に英語で表現する意欲と主体性を持たせることに意を用いています。
● SELF-CHECK：各レッスンの 3，4 ページ目に掲載。学習到達目標をチェック欄とともに提示。
● Study Flow：教科書の後見返しに掲載。1st ～ 4th Zone の 4 段階の学習到達目標をチェック欄とともに提示。

レッスン以外のページ
● 前見返し：英語による授業に活用できるよう「コミュニケーションにつながる英語表現」を整理して掲載していま

す。
● 1 ページコラム：

Active Learning 資料：レッスンで学習する内容の発展的資料を提供するページです。
Pre-LESSON：レッスンで学習する内容の発展的情報を提供するページです。内容は「世界がもし 100 人の村

だったら」「ニュースの見方・読み方」「アイデンティティと生き方」などです。
Review：各ゾーンで学習した文法事項を分かりやすく整理して，その要点を解説した復習用のページです。

● 複数ページコラム（自己発信活動）：「スピーチをしてみよう！」「ディスカッションをしてみよう！」「パラグラフ
を書いてみよう！」など，英語表現力を高めるのに必要な表現手法を紹介しています。

本書の 18のレッスンは，⒈ 導入→⒉ 定着→⒊ 発展という3ユニット構成になっています。導入ページでは，設定された
トピックに沿ったモデル会話にふれることで，状況に応じた文の形，生きた会話表現，発音を意識化します。定着のための
見開きページでは，英語で表現するために必要な形を理解し，コンパクトな活動を通じて知識を定着させるための練習をしま
す。最後の発展ページでは，「聞く」「話す（やりとり）」「話す（スピーチ）」「読む」「書く」の4技能5領域を使い，自分の
言葉で発信する練習をすることで表現力をつけます。

表現力がつく本課の３ユニット構成

Alex が国際交流部の活動場所である視聴覚室に向かおうとしています。

自分のことを話す・相手のことをたずねる
Meeting New People

LESSON 1

Tips : 英語で会話をするときは，相手の名前を口に出して言うことが大切です。また，にっこり笑って
ゆっくり，はっきり話すと，初対面の人ともスムーズなやりとりができるでしょう。

Forms 現在の状態やいつもすることは動詞の現在形を使って表す
会話中に出てくる動詞の現在形をマーカーでチェックしよう！

Expressions 相手の話の内容に合わせ，“Sure.” などのあいづちを打つことで会話を続ける
会話中に出てくる「あいづち」表現を探してみよう！

Sounds /l/と/r/の発音
 ●/l/…舌の先を上前歯の歯ぐきに押しつけて「ル」と発音する。

 Alex, glad, let’s, class
 ●/r/…口を丸く「ウ」の形にして舌をどこにもつけずに口の奥のほうに丸めて「ル」と発音する。

right, room, everyone, really

Talk
 ● Alex と Haruka になりきって会話をしてみよう！

Alex Lee 先生に勧められて国際交流部に入った。
楽しい部活だといいなあ。

Excuse me. 
Are you Haruka?

Yes! 
You’re Alex, right?

Oh, really? 
OK! Let’s go.

That’s right. 
It’s nice to 
meet you, Haruka.

Glad to meet 
you, too. 

Let’s go to the classroom. 
Everyone is waiting for you
there.

Start-Up
Voice

QR

19

5

10

15

Active Learning 自己紹介

Share 自己紹介をする

Write 自己紹介の文を書く

●自分のことを説明する英文を書くことができた。 ₃ ₂ ₁
●示された展開にそって自己紹介をすることができた。 ₃  ₂  ₁
●グループのメンバーとアイコンタクトをとりながら話すことができた。 ₃  ₂  ₁

到達度を自己評価してみよう　₃…◎，₂…○，₁…△SELF - CHECK

次の文章を参考に， 5 文以上で自己紹介を書いてみよう。

Hints for Logical Writing

自己紹介では名前やニックネーム，
出身校などの自分についての〈大
まかな情報〉，次に興味のあるこ
とや将来の計画など自分をよく
知ってもらうための〈より個人的
な情報〉という順で書くと，伝わ
りやすくなります。

グループになって，次の手順を参考に， 1 人ずつ自己紹介をしよう。

Hello, everyone. My name is Yamada Sakura. I 
went to Nakahata Junior High School. I like 
K-pops. My favorite singer is JJ. I want to visit 
Korea some day. Nice to meet you.

あいさつ

大まかな情報

1

2

より個人的な情報3

あいさつ4

Plus 2 住んでいる場所についてひと言プラス。（I live in Kagawa. It’s famous for udon.）
好きなもの・ことについてひと言プラス。（I want to join the school tennis club.）
＋家族やペット，趣味についてひと言。（I have a white cat, and her name is Momo.）

3

Hi,	everyone.
名前や（あれば）ニックネーム
My	name	is	Sato Hinata.	 Please	call	me	Hina.
出身校，住んでいる場所など

I went	to	Sakura	Junior	High	School.
I live	in	Nanairo	City.

好きなもの・ことなど
I like	tennis very	much.
Nice	to	meet	you.

1

2

3

4

22

5

10

15

20

25

Interactions 自分や身近な人のことを伝える

「（今）～だ」と伝えるA 現在形（状態動詞）

「（いつも）～する」と伝えるB 現在形（動作動詞）

① I like cats very much. 私は猫が大好きだ。

② My brother has two bikes. 兄は自転車を２台持っている。

③ My mother drives to work every day. 母は毎日，車で仕事に行く。

④ My cat usually sleeps on the sofa. 私の猫はいつもはソファで寝る。

①好きなものやほしいもの，知っていることや思っていることなど，現在の気持ちを表す
ときは動詞の現在形を使う。
②持っているものや住んでいる所のような現在の状態を表すときも，動詞の現在形を使う。

③習慣になっているようなことや繰り返しすることを表すときは，動詞の現在形を使う。
④どのくらいの頻度なのかを表すときは，always「いつも」，usually「ふつう（は）」などの副詞を，be 動詞の後ろか一般動詞
の前に入れる。

F-Guide

F-Guide

Task 1 与えられた語句を参考に，自分のことについて 1つ，ほかの人のことについ
て 1つ，英文を書いてみよう。どちらか 1つは否定文にしよう。

（例）I have a little brother.  He is five years old.
 I don’t like summer. It’s too hot.

動詞 be / like / want / have / live in

人・もの・こと brother / sister / summer / winter / movies / 
baseball / a smartphone / the tennis club

always
「いつも」

usually
「ふつう（は）」

sometimes
「ときどき」

never
「決して～ない」

often
「よく」

＞＞ ＞ ＞

Vocabulary
□ live in ... …に住んでいる □ 数＋year(s) old ～歳 □ video game テレビゲーム

□ resemble 動 ～に似ている □ too 副 ～すぎる □ drink 動 ～を飲む

□ hope 動 ～を願う，望む □ smartphone 名 スマートフォン □ coffee 名 コーヒー

□ understand 動 ～を理解する □ tennis club テニス部 □ get up 起床する

状態を表す動詞：
like / love / have / want / 
hope / know / think / live /
resemble / believe / 
understand など
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You and the People around You

「（今）～している最中だ」と伝えるC 現在進行形〈am/are/is -ing〉

⑤ I’m waiting for the school bus. 私はスクールバスを待っている。

⑥ My cat is getting fat these days. 私の猫は最近太ってきている。

⑤「（今）～している最中だ」という，行われている最中の動作を表すときは，現在進行形
〈am/are/is＋動詞の ing 形〉を使う。 Aのような状態を表す場合は進行形にしない。

⑥変化している最中のことを表すときも，現在進行形を使う。

F-Guide

Task 3
ペアになって，イラストの人物が
何をしているのか話してみよう。

（例）A: What is Tim doing?
B: He is drinking water.

Task 2 ペアになって，下のイラストから 1つ選び，自分がいつもすることなら“I ....”，しないことなら“I don’t ....”
と書き出してパートナーに伝えよう。パートナーはE-Guide を参考に，あいづちを打って反応しよう。

（例）A: I play video games every day.
B: Really? Me, too.

□ water 名 水

□ draw a picture 絵を描く

□ swim in the pool プールで泳ぐ

□ basketball 名 バスケットボール

□ 自分や身近な人・ものの現在の状態を伝えることができる。（現在形｜状態動詞）

□ 自分や身近な人がいつもすることを伝えることができる。（現在形｜動作動詞）

□ 今している最中のことを伝えることができる。（現在進行形）

□ 相手の話の内容に合わせて適切なあいづちを打つことができる。

A

B

C

Expressions

到達度を自己評価してみようSELF - CHECK

get up at＋時刻drink coffeeplay video games

E-Guide あいづち
□ Sure.「もちろん，そうだよ」 □ Really?「そうなの？，本当に？」

□ I see.「なるほど」 □ Me, too.「私も」

□ That’s nice[good/great].「それはいいね」 □ That’s too bad.「それは残念だね，気の毒に」

例

⑶

⑴

⑷

⑵

⑸

Cindy

Peter and Emily

Norah

Josh and Susan

Tim

Adam

例 ⑴ ⑵
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N 1
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1導入 3発展2定着

導
入

1 Start-Up Conversation 設定されたトピックに沿ったモデル会話を読み，内容ややりとりのトーンを把握します。
Forms 会話をする際に知っておきたいプラスαの事項です。
Expressions 会話の中で，コミュニケーションならではの表現を理解します。
Sounds 日本語とは異なる「音」を中心に解説し，発音の練習をします。
Talk ペアになって会話の練習をします。

定
着

2 Interactions A B C の３項目の順番で，トピックに沿った例文の意味と文の形を理解します。
F-Guide 伝えたいことに応じて，それを表現するために必要な文の形の基本を理解します。
Task 学習した内容の理解をチェックし，定着をはかるための練習に取り組みます。
E-Guide やりとりで使われる表現をTaskの中で実際に使う練習をします。

 Vocabulary 各項目に出てくる重要な語いを確認します。
SELF-CHECK Ⅰnteractionsで学んだ各項目を理解し，実践できるかをチェックします。

発
展

3 Active Learning レッスンごとのトピックに沿って，４技能５領域のトレーニングをします。
Write モデル英文を参考に，学習したことを取り入れながら，自分の力で文章をつくります。

Hints for Logical Writing 論理的な文章を書くためのヒントを紹介しています。
Share ペアやグループになって，学習したことを取り入れながら，表現活動を行います。
SELF-CHECK 学習したことを取り入れながら，自分の言葉で表現できたかをチェックします。

● Introduction 英語の文をつくるために必要な品詞と文の種類についてまとめています。
●Zone Review 本課で学習した文の形のまとめや，プラスαの表現を取り上げています。
●COMMUNICATION TIPS 英語でコミュニケーションをするうえで，知っておきたいことを取り上げています。
●スピーチをしてみよう！
●パラグラフを書いてみよう！ 英語を使った3つの活動を効果的に行うための方法についてまとめています。
●プレゼンテーションをしてみよう！
●Keep Talking 英語を使う場面を設定し，その場面でよく使われる表現を取り上げています。

③
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 2．対照表 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容

該
当
箇
所

配
当
時
間教材名 言語材料 （1） （2）

（3）

①言語活動 ②言語の働き

ア イ ウ エ ア 使用場面 イ 働き

LESSON 1　
During Spring 
Vacation　

現在形・過去形・
未来を表す表現

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）
（ア）学校，
家庭

（イ）望む pp.15-18 2

LESSON 2
My Favorite Star

現在完了形・過去
完了形

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）
（ア）学校
（イ）動画

（ウ）説明する pp.19-22 2

LESSON 3　
My Career Path

can / may / must 
/should・助動詞＋
have ＋過去分詞

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）
（ア）学校 , 
職場

（オ）質問する
（疑問詞を使っ
た表現）

pp.23-26 2

LESSON 4
Talking about 
Japanese Culture

受動態・助動詞を含
む受動態・受動態の
完了形・be ＋過 去
分詞＋by 以外の前
置詞

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）
（ア）学校
（イ）本

（ウ）紹介する pp.27-30 2

スピーチをしてみよう！
ア（ア），
（イ）

ア，イ （イ）
（オ）質問する , 
誘う

p.32-33 1

LESSON 5
Disaster 
Prevention

不定詞（名詞 / 形
容詞 / 副詞用法）

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）

（ア）学校で
の学習や活
動

（イ）ポスター, 
地域

（ア）確認する pp.35-38 2

LESSON 6
Town Planning

形容詞＋不定詞・
seem ＋不定詞・程
度を表す不定詞

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）
（ア）学校 , 
地域

（ウ）理由を述
べる

pp.39-42 2

LESSON 7
Foods and People

動名詞・動名詞の
完了形 / 受動態・
不定詞と動名詞

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）
（ア）家庭 , 
地域

（ウ）買物

（ウ）話題を発
展させる

pp.43-46 2

LESSON 8
ICT and Universal 
Design

分詞（限定用法 / 
分詞形容詞）・〈SVO
＋分詞〉・付帯状況 
/ 分詞構文

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）
（ア）学校 , 
地域

（イ）チラシ
（エ）提案する pp.47-50 2

ディスカッションをしてみよう！
ア（ア），
（イ）

ア，イ （イ） p.52-53 1

LESSON 9
Toward World 
Peace

関係代名詞（主格・
目的格・what・非
限定用法）

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）
（ア）学校
（イ）本

（ウ）要約する pp.55-58 2

LESSON 10　
Volunteering 
Abroad

関係副詞 （where・
when・why/how・
非限定用法）

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア），（イ） （ア）
（ア）学校 , 
地域

（ウ）描写する pp.61-64 2

LESSON 11　
Health and 
Lifespan

比較（原級 / 比較
級 / 最上級）・差 /
倍数の表現・比較
を使う表現

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア），（イ） （ア）

（ア）学校，
家庭

（イ）情報通
信ネットワー
ク 

（エ）推論する pp.67-70 2
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LESSON 12　
If the World 
Were ...

仮定法過去・仮定
法過去完了・仮定
を表す表現

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア） （ア）学校 （エ）仮定する pp.73-76 2

ミニディベートをしてみよう！
ア（ア），
（イ）

ア，イ （イ）
（イ）感謝する
（オ）許可する

p.80-81 1

LESSON 13　
Culture and 
Perception

hardly / rarely・部
分 否 定 / 全 否 定・
付加疑問 / 間接疑
問

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア） （ア）地域 （ウ）描写する pp.83-86 2

LESSON 14
World Report

時制の一致・直接
話 法 / 間 接 話 法・
ask ＋ 人 ＋ if / 
whether ... / ask ＋
人＋ to do

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）

（ア）家庭
（イ）テレビ
（ウ）ニュー
ス

（ウ）報告する pp.89-92 2

LESSON 15
Be Yourself

i n s i s t / d e m a n d
（that） ＋ 主 語
（should）＋動詞の
原形・無生物主語
の構文・強調構文

ア（ア），
（イ）

ア，イ （ア） （ア） （ア） （ア）

（ア）学校
（イ）雑誌 , 
情報通信ネッ
トワーク

（オ）質問する
（疑問詞を使っ
た表現）

pp.95-98 2

パラグラフを書いてみよう！
ア（ア），
（イ）

ア，イ （イ）
（ウ）説明する
（対比）

p.100-105 2

計 35




